
採択番号：R04/A01（Times：１２ポイント：太字）
研　究　課　題　名
（ＭＳ明朝体：１８ポイント：太字：中央位置合わせ）

以下,本文は,ＭＳ明朝体１０．５ポイント,
２段組み：２３文字／１行
　様式1
かつ４０行：１頁目,４９行：２頁目以降
［1］組織 

研究代表者：
東北  太郎（東北大学大学院工学研究科）
通研対応教員：
通研  次郎（東北大学電気通信研究所）
研究分担者： 
仙台　三郎（東北大学電気通信研究所）
○○　○○（△△△・・・・・　　　）
○○　○○（△△△・・・・・　　　）
○○　○○（△△△・・・・・　　　）
（以下,研究分担者を全員記載してください。）


[bookmark: _heading=h.gjdgxs]［2］本プロジェクトの目的,研究計画や内容
（本プロジェクトの目的・概要,及び,研究会,研究打ち合わせ・研究討論会,研究発表会,研究集会等の開催状況（日程,回数,参加人数等）を記載してください。）
例1）○○の研究・開発は,近年ますますその重要性を増している。本プロジェクトでは,○○することを目的として研究を行った。
例2）前年度は,○○を行い,△△が明らかになった。そこで,本年度は,前年度の成果を踏まえながら,○○に関する研究を実施した。

（研究会,研究打ち合わせ・研究討論会,研究発表会,研究集会等の開催状況（日程,回数,参加人数等）を記載して下さい。）















［3］成果等
（3-1）研究成果
（本プロジェクトで明らかになった研究成果を具体的に記載してください。図やグラフ等使用いただいても構いません。）
例1）本年度は,以下に示す研究成果を得た。
まず第１に,○○・・・・。
第２に,△△・・・・。

























（3-2）波及効果と発展性,研究分野への貢献等
（大型プロジェクトへの発展,国際会議・シンポジウムヘの発展,学外研究者との交流共同研究による効果,研究者ネットワークの拡大,若手研究者の育成,新研究領域の開拓,成果の他分野への応用,萌芽的研究への発展等）
例）本プロジェクトは,学外研究者との交流が飛躍的に活性化し,○○プロジェクトに発展した。また,本プロジェクトで明らかになった○○の成果は,△△という新しい研究領域の開拓（萌芽的研究の発見）に結びつき,今後の発展が期待されている。
・・・

（大型プロジェクトに繋がった事例などの研究分野への貢献を具体的に記載して下さい。プロジェクト名などの詳細を列記してください。）
・プロジェクト名
・資金制度,研究費名
・配分機関名
・研究期間

（国際会議・シンポジウムへの発展については詳細に記載してください。）
・会議,シンポジウム名
・日時
・開催場所
・参加人数

（その他）
・研究会の設立
・関連学会におけるシンポジウム
・関連学会学会誌特集








重　　要
（1）[1]組織　～　[3]成果等　まで、図・表を含めて2ページ以内で作成してください。
(2) [4] 論文や学会発表等等リストは【別紙】としてください。
（3）提出の際は,朱書き文字およびコメントをすべて削除して下さい。










































※ここまで2ページ以内で作成




【　別紙　】　

［４］論文や学会発表等　
（本プロジェクトで研究された研究成果が掲載されている主要論文リスト（本年度分に限る）を掲載してください。）
(1) 成果リスト（謝辞あり）
・
・

(2) 関連リスト（謝辞なし）
・
・
